
■
有
害
物
質
の
排
出
規
制
地
球
環
境

「水俣条約」見据え進む水銀汚染対策
　
地
球
規
模
の
水
銀
汚
染
対
策
の
た
め
の
活
動
は
、
お
よ
そ
７
カ
月
後
に
一
つ
の
節
目

を
迎
え
る
。
２
０
１
３
年

月
９
日
か
ら

日
ま
で
熊
本
県
で
予
定
さ
れ
て
い
る
外
交

会
議
で
の
「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
の
採
択
・
署
名
だ
。
こ
の
活
動
は
国
連
環
境

計
画

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

が

年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
内
の
企
業
も
こ
れ
ま
で
水
銀

の
使
用
禁
止
や
削
減
な
ど
に
対
応
し
て
き
た
。
国
内
の
企
業
の
中
に
は
こ
の
条
約
に
伴

う
排
出
規
制
、
保
管
に
備
え
て
、
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

ボタン電池回収缶（パリミキ日本橋本店）

規
制
に
対
応
す
る
国
内
業
界

月
採
択
技
術
開
発
急
ぐ
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使
用
済
み
蛍
光
ラ

ン
プ

　
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
で
は

年
以

来
、
地
球
規
模
で
の
水
銀
対

策
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ

て
き
た
。

年
か
ら
は
水
銀

の
環
境
へ
の
影
響
評
価
な

ど
、
地
球
規
模
で
の
水
銀
汚

染
に
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ス
タ
ー
ト
。

年
２
月
の

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
第

回
管
理
理
事

会
で
、
水
銀
が
人
の
健
康
や

環
境
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
た
め
、
国
際
的
な
水

銀
の
管
理
に
関
し
て
法
的
拘

束
力
の
あ
る
文
書

条
約

を
制
定
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
同
時
に
そ
の
た
め
の
政

府
間
交
渉
委
員
会

Ｉ
Ｎ

Ｃ

を
設
置
し
て

年
ま
で

の
取
り
ま
と
め
を
目
指
す
こ

と
が
合
意
さ
れ
た
。

　
そ
し
て

年
１
月

日
か

ら

日
ま
で
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｎ

Ｃ
第
５
回
会
合
で
、
水
銀
に

関
す
る
条
約
の
条
文
案
が
合

意
さ
れ
、
条
約
の
名
称
が
水

銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
に
決

定
し
た
。
併
せ
て

月
に
条

約
の
採
択
・
署
名
の
た
め
の

外
交
会
議
が
熊
本
市
と
水
俣

市
で
開
か
れ
る
こ
と
が
正
式

に
決
ま
っ
た
。

　
日
本
は
水
銀
の
汚
染
に
よ

る
健
康
被
害
や
環
境
破
壊
を

引
き
起
こ
し
た
水
俣
病
の
経

験
を
踏
ま
え
、
世
界
各
国
に

お
け
る
水
銀
汚
染
対
策
の
強

化
を
進
め
る
べ
き
だ
と
の
立

場
か
ら
Ｉ
Ｎ
Ｃ
で
の
議
論
に

参
加
し
て
き
た
。
今
回
、
条

文
の
前
文
に
は
水
俣
病
の
教

訓
と
し
て
、
水
銀
汚
染
に
よ

る
深
刻
な
影
響
、
水
銀
の
適

切
な
管
理
の
確
保
の
必
要

性
、
同
様
の
公
害
の
再
発
防

止
が
日
本
の
提
案
で
盛
り
込

ま
れ
た
。

　
Ｉ
Ｎ
Ｃ
第
５
回
会
合
に
は

約
１
４
０
カ
国
・
地
域
の
政

府
代
表
ら
が
参
加
。
条
約
は

カ
国
が
批
准
し
て
か
ら

日
後
に
発
効
す
る
。

　
環
境
省
、
経
済
産
業
省
な

ど
は
１
月

日
に
Ｉ
Ｎ
Ｃ
第

５
回
会
合
の
結
果
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
条
文
案

は
「
前
文
」
「
目
的
」
「
水

銀
供
給
の
削
減
と
国
際
貿
易

の
削
減
」
「
製
品
へ
の
水
銀

使
用
の
削
減
」
「
製
造
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
水
銀
の
使
用

削
減
」
に
関
す
る
項
目
が
あ

る
。
さ
ら
に
「
小
規
模
金
採

掘
」
「
大
気
へ
の
排
出
、
水

・
土
壌
へ
の
放
出
」
「
水
銀

の
環
境
上
適
正
な
一
時
保
管

・
水
銀
廃
棄
物
・
汚
染
サ
イ

ト
」
「
資
金
・
技
術
支
援
」

「
健
康
面
の
対
策
」
な
ど
が

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
鉱
山
か
ら

の
水
銀
産
出
に
つ
い
て
、
条

約
発
効
後
の
新
規
鉱
山
開
発

は
禁
止
。
既
存
の
鉱
山
か
ら

の
場
合
は
条
約
発
効
か
ら

年
後
に
禁
止
と
な
る
。
水
銀

の
貿
易
に
つ
い
て
は
、
条
約

上
認
め
ら
れ
た
用
途
や
廃
棄

処
分
な
ど
を
目
的
と
す
る
も

の
以
外
を
禁
止
。
輸
入
国
の

事
前
同
意
に
関
す
る
制
度
を

導
入
す
る
。

　
電
池
、
ス
イ
ッ
チ
・
リ
レ

ー
、
一
定
含
有
量
以
上
の
一

般
照
明
用
蛍
光
ラ
ン
プ
、
血

圧
計
、
体
温
計
な
ど
は
、

年
ま
で
に
製
造
、
輸
出
、
輸

入
を
禁
止
す
る
。
た
だ
し
、

研
究
用
、
校
正
用
、
標
準
用

な
ど
の
用
途
は
除
外
さ
れ
る

ほ
か
、
一
部
製
品
に
つ
い
て

は
補
修
用
や
特
殊

用
途
の
も
の
が
適

用
除
外
と
な
る
。

　
カ
セ
イ
ソ
ー
ダ

製
造
プ
ロ
セ
ス
で

の
水
銀
の
使
用
を

年
ま
で
に
、
ア

セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド

製
造
プ
ロ
セ
ス
で

の
水
銀
の
使
用
を

年
ま
で
に
禁
止

す
る
。

　
人
力
小
規
模
金

採
掘
に
つ
い
て

は
、
国
家
計
画
に

基
づ
い
て
縮
減
す

る
。

　
大
気
へ
の
排
出

に
つ
い
て
は
、
石

炭
火
力
発
電
所
、

非
鉄
金
属
精
錬
施
設
な
ど
を

対
象
と
し
、
最
適
技
術
や
排

出
基
準
値
の
適
用
な
ど
に
よ

っ
て
排
出
削
減
対
策
を
実

施
。
水
・
土
壌
へ
の
放
出
に

つ
い
て
は
、
規
制
対
象
と
な

る
放
出
源
を
各
国
が
特
定

し
、
最
適
技
術
や
放
出
基
準

値
に
よ
っ
て
放
出
削
減
を
行

う
。

　
国
内
の
産
業
界
は
水
銀
規

制
に
対
応
し
て
い
る
。

　
日
本
電
球
工
業
会
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
開
発
普
及

や
水
銀
な
ど
の
有
害
化
学
物

質
の
使
用
削
減
を
推
進
。
水

銀
に
関
す
る
条
約
の
制
定
に

関
し
て
も
賛
成
の
立
場
で
日

本
政
府
へ
の
情
報
提
供
や
Ｉ

Ｎ
Ｃ
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
と

い
う
。

　
今
回
の
合
意
で
は
、
ラ
ン

プ
に
関
し
て
は
、
あ
る
一
定

以
上
の
水
銀
量
を
有
す
る
も

の
な
ど
に
つ
い
て
の
製
造
、

輸
出
、
輸
入
を
禁
止
す
る
内

容
に
な
っ
て
い
る
。
同
工
業

会
会
員
の
製
造
、
販
売
す
る

ラ
ン
プ
に
関
し
て
は
、
す
で

に
自
主
的
な
水
銀
量
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
あ

り
、
該
当
す
る
蛍
光
ラ
ン
プ

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
全
て
の
も

の
が
規
制
値
以
下
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
で

条
約
が
発
効
さ
れ
た
場
合
で

も
、

年
以
降
も
、
製
造
、

販
売
が
可
能
と
み
て
い
る
。

　
た
だ
、
一
般
照
明
用
の
高

圧
水
銀
ラ
ン
プ
に
つ
い
て

は
、
水
銀
封
入
量
に
関
係
な

く
禁
止
に
な
る
と
い
う
。

　
電
池
工
業
会
に
よ
る
と
、

電
池
業
界
で
は
こ
れ
ま
で
１

９
９
２
年
に
乾
電
池
の
水
銀

ゼ
ロ
化
、

年
に
水
銀
電
池

の
生
産
・
販
売
中
止
な
ど
に

よ
っ
て
環
境
負
荷
の
軽
減
に

努
め
て
き
た
。
ボ
タ
ン
電
池

に
関
し
て
は
性
能
や
品
質
の

面
か
ら
、
今
な
お
ご
く
微
量

の
水
銀
が
使
用
さ
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
は
完
全
な
無

水
銀
化
は
実
現
し
て
い
な

い
。
ボ
タ
ン
電
池
は
酸
化
銀

電
池
、
空
気
亜
鉛
電
池
、
ア

ル
カ
リ
ボ
タ
ン
電
池
の
３
種

類
が
あ
る
。
水
銀
を
ご
く
微

量
使
用
し
た
ボ
タ
ン
電
池
を

除
く
な
ど
、
条
約
の
規
制
内

容
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。

　
そ
う
し
た
中
、
電
池
工
業

会
は

年
か
ら
産
業
廃
棄
物

の
広
域
認
定
を
取
得
し
て
、

自
主
的
に
使
用
済
み
ボ
タ
ン

電
池
の
回
収
を
行
っ
て
い

る
。
回
収
協
力
店
に
電
池
回

収
缶
を
設
置
し
、
そ
こ
に
た

ま
っ
た
使
用
済
み
ボ
タ
ン
電

池
を
定
期
的
に
引
き
取
り
、

適
正
に
処
理
し
て
い
る
。
今

後
水
銀
条
約
制
定
で
、
ボ
タ

ン
電
池
の
回
収
が
促
進
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
は
ス
イ
ッ
チ
、
リ
レ
ー
に

つ
い
て
、

年
３
月
に
会
員

メ
ー
カ
ー
に
確
認
し
、
国
内

生
産
、
国
内
販
売
、
輸
出
、

輸
入
の
状
況
を
ま
と
め
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
リ
レ

ー
に
つ
い
て
は
国
内
生
産
、

国
内
販
売
な
ど
い
ず
れ
も
、

ほ
ぼ
「
ゼ
ロ
」
と
み
て
い

る
。
ス
イ
ッ
チ
に
つ
い
て
は

国
内
生
産
、
国
内
販
売
と
も

に
１
９
８
０
年
代
半
ば
か
ら

水
銀
不
使
用
。
輸
出
、
輸
入

は
な
い
。
有
害
物
質
規
制
に

よ
っ
て
現
在
で
は
需
要
が
ほ

と
ん
ど
な
い
状
況
だ
と
い

う
。

　
野
村
興
産

東
京
都
中
央

区

は
１
９
７
３
年
の
創
業

以
来
、
水
銀
精
錬
に
関
す
る

技
術
を
基
盤
に
、
使
用
済
み

の
乾
電
池
、
蛍
光
灯
を
は
じ

め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
水
銀

含
有
廃
棄
物
の
処
理
、
処

分
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て

い
る
。

　
同
社
は
水
銀
に
関
す
る
条

約
発
効
で
輸
出
で
き
な
く
な

り
、
国
内
に
余
っ
て
く
る
水

銀
の
保
管
に
つ
い
て
、
長
期

保
管
の
技
術
開
発
を
始
め
て

い
る
。
ま
た
、
大
気
へ
の
排

出
規
制
に
備
え
て
、
排
出
ガ

ス
中
の
水
銀
の
除
去
技
術
に

つ
い
て
も
、
開
発
を
行
っ
て

い
る
。


